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機能評価結果 

飯田市立病院 

 

 貴院は、平成 19年に厚生労働省から地域がん診療連携拠点病院の指定を受け、飯伊医療圏にお

けるがん診療の中核的な役割を担っていただいております。 

 この度の機能評価の結果、前回（平成 25年）と比較し、様々な分野で改善がなされたことを大

いに評価するところです。 

 今後、さらに質の高いがん診療の提供に向け、次の点に御対応いただきますよう要望します。 

○ 化学療法について 

 ・ 外来化学療法室の看護師の配置など配慮が図られています。今後は、がん化学療法看護認定看 

  護師と連携し、外来化学療法における患者へのセルフケア指導体制及び安全管理体制についても 

  充実を図られるようお願いいたします。 

 ・ 専従医師の配置について、配置は困難と認識しておりますが、確保に向けた取組を継続して 

  いただくようお願いいたします。また、より充実したマネジメント体制（出来るだけリアルタ 

  イムの報告体制など）の構築をお願いいたします。 

 ・ 免疫チェックポイント阻害薬については、薬剤の特殊性を鑑み、院内常勤医による副作用等 

  のチェック体制の構築及び複数名での評価といった取組の検討をお願いいたします。 

○ 放射線療法について 

   今後、新たな施設が稼働することにより、治療のさらなる高精度化が期待されるところです 

  が、がん放射線療法看護認定看護師の配置について、状況を分析していただき、必要により看 

  護師の増員を検討していただくようお願いいたします。 

○ 相談支援センターについて 

   新たな施設のもと、患者のプライバシーが守られる環境が良く整えられています。 

   患者ががんの体験を乗り越えるためには、がんの治療・症状について看護師の相談対応が重要です 

  が、現状では関与が見えにくい部分がありました。看護師の存在は患者に安心を与え、気軽に相談を 

  していただくために重要な存在です。専従での配置等、より積極的な関与について検討していただく 

  ようお願いいたします。 

○ がん登録について 

   現状１名で登録実務を行う中、担当者の負担の軽減及び質の担保を図るために、複数名での 

  体制を検討していただくようお願いいたします。 

○ キャンサーボードについて 

  実施方法について、良く工夫がなされています。実施症例について、各科カンファレンスなどを

利用し、タイムリーな症例の拾い上げができるような仕組みの検討をしていただくようお願いいた

します。 

○ 患者への告知について 

  告知を受けた患者への心のケアの観点から、看護師の同席率を上げる取組について検討をしてい

ただくようお願いいたします。 


